
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
がんによる死亡率の低下が認められた検診（対策型検診 5種類） 

 

 

 

 

 

  

   

正しいがんの知識を共有することによって 

がんと診断された労働者の支援が可能になる 

がんの種類は様々ですが、生活習慣の改善と感染症対策で 
予防できるがんが多いんです。 

がんは現在、労働者年齢層では約１５％
の人が罹患する可能性がある身近な病
気になっています。特に、女性のがんは
若い年代に罹患しやすく注意が必要で
す。 

①現在でも６０％以上の人は、治癒する 

➡がんになっても働ける！ 

②がんは個別性が高い 

➡がんの種類や病期によって予後、治療法、後遺症も全く異なる 

➡両立支援の方法も、人によって異なる   

※両立支援とは…治療と仕事の両立を支援する活動 

「両立支援のためのガイドライン」で検索 

がんを予防したい！ 

それでもかかったら？仕事は？治療は？ 

出典：厚生労働省「がん対策推進企業アクション」、日本医師会HP 

早期発見 
・早期治療！ 

日本は先進国の中で唯一、 

がんが増えている！ 

医療法人社団 如水会 今村病院 健康管理センター 

令和 5年 健康新聞 8月号   がん対策 

 

 

肝炎ウイルス感染検

査と適切な措置。 

 

機会があればピロリ菌

の検査。 

感染症対策 

自身が、働きながら治療を受けようと思うことが大切 

産業医、主治医へ相談をしよう！ 

会社が支援する体制を作ることが大切 

人材が失われず、従業員が働きやすい環境を整備することで、 

従業員に安心して意欲高く活躍してもらうことが期待できます！ 


